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≪授業の概要≫
【授業の目標】
　本講義では国際会計に関する英語文献を輪読し、会計基準の国際的調和化・統一化、お
よび各国における国際会計基準（IFRS）の国内導入（アドプション）の経緯について理解
を深めることを目標とします。
　また、修士論文やリサーチペーパーの執筆において、少しでも英語文献を参考にできる
ような準備にも取り組みます。毎回の授業において各自、テキストの担当箇所を翻訳し、
発表する形式で授業を進めます。
【授業の概要】
　1980年代後半から会計基準の国際的調和化が盛んに議論されるようになり、近年では世
界各国においてIFRSのアドプションが行われています。日本でも2001年に企業会計基準委
員会（ASBJ）が設置され、会計基準の国際化対応に追われてきました。その結果、現在で
は200社の企業がIFRSを任意で適用するようになりました。
　このような現状において、国際会計基準審議会（IASB）のこれまでの活動を振り返ると
ともに、どのような経緯を経てIFRSが各国へ浸透したのかを考察することは意義のあるこ
とだと思われます。また、修士論文やリサーチペーパーを執筆するにあたり、会計に関す
る外国語文献に触れる必要があると考えられます。
　そこで、上述したように、国際会計に関する英語文献を輪読し、会計基準の国際的調和
化・統一化、および各国におけるIFRSのアドプションの経緯について考察します。加え
て、修士論文やリサーチペーパーの執筆において、少しでも英語文献を参考にできるよう
な準備にも取り組みます。
【授業計画】
１　ガイダンス
２　Reform of the IASC in 2001 and subsequently
３　The IASB's initial work
４　Convergence with the US
５　EU influence
６　The world standard-setter
７　The legal and political context of international standards
８　Adoption of IFRS
９　Convergence with IFRS
10　Adoption by jurisdictions
11　Voluntary adoption by companies
12　IFRS in the EU
13　Regulatory framework of accounting in Japan
14　Voluntary adoption of IFRS in Japan
15　まとめ
なお、定期試験（レポート提出）を実施します。
【評価方法】
　授業における課題の発表内容、および期末に提出するレポートの内容から総合的に評価
します。
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